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質問者のためのコミュニケーションテンプレート作成手法

作成したテンプレートの評価

開発における問題点 解決手法の提案

背景
・SlackやRedmineなどテキストベースのコミュニケー
ションが頻繁に行われているがうまくいかないことも多い

課題
・ 要因の一つとして、質問者側の当該分野における経
験不足により、質問自体をうまく行えていないことがあ
げられる

今後の展開

StackOverflowを題材とした作成例
Step1. 
「成功」「失敗」したコミュニケーションを、「Acceptが
つく」「つかない」QA、として事例を選択.
Step2. 
質問の種類毎に、事例を数例づつモデル化.
Step3. 
質問の種類毎にテンプレートを作成. 「ソフトなリソ
ース」の導入により、質問者の責務で提供されるタ
スクに制限を設けることができる.
Step4. 
ソフトなリソースについて、「テキスト長とAccepted
率」、「質問文の構成とAccepted率」を過去のデ
ータから抽出し、定量化

テンプレート自体は
良い精度でNAを推測する

ことができている

ソフトリソースの条件について
・Accepted率に寄与するパラメータの抽出が必要. 過
去のデータを使って機械学習を導入することも考えられ
る.

StackOverflow以外への適用について
・日本語でのコミュニケーションでも基本的に同じ手法で
テンプレートは作成可能と考える.
・ソフトなリソースを導入したことで、さまざまなコミュニケ
ーションに柔軟に対応できることを期待.

提案するもの
・質問者がうまく質問できるようなコミュニケーションテン
プレート及び、その作成プロセス

コミュニケーションのモデル化手法
・テンプレート作成のためのコミュニケーション分析手法
として、ゴール指向要求分析手法の一つであるi*（ア
イスター）を採用。


